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課題克服に向けた取組案③

① 衛星開発の段階から、加工しやすい衛星データのフォーマットや他分野の
データとの組み合わせを常に視野に入れる。

② （宇宙データに限らない）政府全体のIT政策※と宇宙データを連携させる。
③ 海外の先行事例をフォローし、優れた点を取り入れていく。

衛星データ

課題③衛星データの加工は容易でない（専門性、コスト等）

ユーザーニーズを満たすソリューションの開発

取組案

※ 地理空間情報については、国交省においてG空間情報センターで取組中

地上系データ

衛星
データA

衛星
データC

衛星
データB

三次元
地図情報A

地球環境
情報C

車情報D

・・・・・

・・・・・

人の
移動情報E

映像情報B

＋
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課題克服に向けた取組案④

l ソリューション開拓を行う事業者そのものの層が我が国ではきわめて薄い。
l 上記と相まって、エンドユーザーのニーズを深く掘り下げ、衛星データを求められるソ
リューションにするアイデア開拓が不十分。

衛星データを用いたソリューションビジネスの活性化

課題④データを解析し、ソリューションとして提供するサービスが脆弱

取組案
① ソリューション開拓を行う事業
者の活動・起業を支援。

② 潜在的なユーザーニーズを発
掘し、ソリューションを開発する
アイデア開拓を活性化
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ソリューション
サービス事業者
ニーズ発掘
課題解決

共通情報提供
高次処理情報

データベース
基盤データ統合

データ統合解析
ビッグデータ処理

深層学習等
気候予測

基
盤
情
報

地図・海図・地形図等

各種衛星データ（生データ）

地上データ等

気象情報 防災情報 土壌情報 海洋資源

漁場情報

船舶情報農地情報

環境情報

土地利用

交通情報

河川情報

農林業交通・物流災害対応 海洋管理気候／気象アプリ

ユーザーニーズ

政府・自治体民間業者 海外利用者

エンドユーザー
関係機関

（参考）ソリューションサービスの位置づけ
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l 衛星データ取り扱いスキル育成、データサ
イエンティスト人材の呼び込み
（ＩＴ人材政策との連携）

l ソリューション起業家とＶＣとのマッチング
l アプリケーション開発等の環境整備（政府
機関のテストベッド提供等）

l 事業初期段階等における政府調達を通じ
た支援

l 政府の様々なベンチャー支援施策の連携
強化を宇宙利用分野で実施

l 我が国におけるソリューション事業者の実
態把握
・・・・・

想定される課題 今後の対応案の例

① 起業人材の育成・再チャレンジ

② リスクマネーの供給の円滑化

③ 研究開発の強化

（大学発ベンチャーの創出）

④ ベンチャーフレンドリーな政府調達

⑤ 政府一体のベンチャー施策の推進

出典：未来投資会議構造改革徹底推進会合（ベンチャー）
日本経済再生本部総合事務局提出資料、平成28年12月
（ベンチャーエコシステム構築に向けた主な課題）

⑥ 潜在ニーズの発掘/ソリューション開発 ②参照

課題克服に向けた取組案④（続き）

①ソリューション開拓を行う事業者の活動・起業を支援。取組案



35出典：未来投資会議構造改革徹底推進会合（ベンチャー）日本経済再生本部総合事務局提出資料、平成28年12月（ベンチャーエコシステム構築に向けた主な課題）

（参考）未来投資会議やアドバイザリーボード等における議論をふまえた主な課題
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宇宙開発利用大賞

衛星データ事業者、他分野データ事業者、学生・起業家等

衛星データビジネスベンチャーの起業、アイデアのビジネス化支援

優秀な利用アイデアを選抜／表彰
（総理大臣賞＋関係省庁８大臣賞等）

l 新たな利用手法を開拓するためコンテスト／表彰制度によって、利用アイデアを開拓する。
l 更に優秀なアイデアのビジネス化を支援する。
l このため、「宇宙利用開発大賞」を抜本強化する。

（現状）表彰

（支援例）
ü Ｓ－ＮＥＴでの関係事業者とのマッチング支援
ü 技術開発等の分野で政府の支援策とのつなぎ
ü 政府系金融（政策金融公庫、商工中金等）による支援
ü ベンチャーキャピタルとのつなぎ（産業革新機構等）
ü 政府による試行的利用（調達）の検討
ü その他、状況に応じた関係府省の相談支援 等

（今後）支援・ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟを強化
関係機関（関係省庁、ＪＡＸＡ等）と連携して、
優秀な利用アイデアのビジネス化を支援

＋
全世界ﾃﾞｼﾞﾀﾙ３Ｄ地図（ｴﾍﾞﾚｽﾄ）

（第２回内閣総理大臣賞、（株）NTTﾃﾞｰﾀ）
宇宙を利用した漁場探索技術

（第１回内閣総理大臣賞、（一社）漁業
情報ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ）

応募

課題克服に向けた取組案④（続き）

取組案
② 潜在的なユーザーニーズを発掘し、ソリューションを開発するアイデア開拓を
活性化



ü 宇宙開発利用の推進に多大な貢献をした優れた成功事例を表彰する制度
ü 平成２５年度に創設し、隔年で実施
（平成２５年度第１回（５月募集、１０月表彰式）、平成２７年度第２回（９月募集、３月表彰式） ）

ü 応募件数は、第１回１４５件、第２回１０７件
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受賞事例

目的

衛星画像を利用した全世界ﾃﾞｼﾞﾀﾙ３Ｄ地図の作成（ｴﾍﾞ
ﾚｽﾄ）（第２回内閣総理大臣賞、（株）NTTﾃﾞｰﾀ）

地盤や構造物の変位を計測するGNSSセンサ
（第２回国土交通大臣賞、山口大学）

宇宙データを利用した漁場探索技術
（第１回内閣総理大臣賞、（一社）漁業情報ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀ ）ー

ブラジル国における衛星レーダ技術を使った違法伐採
低減への貢献（第２回環境大臣賞、一般財団法人ﾘﾓｰ

ﾄ・ｾﾝｼﾝｸﾞ技術ｾﾝﾀｰ）

（C

ゴマ

米

(引用元：http://en.wikipedia.org/wiki/Burma)

ミャンマー専用の天候インデックス保険の概要

ゴマ

米

(引用元：http://en.wikipedia.org/wiki/Burma)

ミャンマー専用の天候インデックス保険の概要

地球観測データを活用した天候インデックス保険
（第２回内閣府特命担当大臣（宇宙政策）賞、損害

保険ｼﾞｬﾊﾟﾝ日本興亜（株）等）

宇宙からの降雨観測技術の開発
（第１回国土交通大臣賞、鳥取環境大学）

（参考）宇宙開発利用大賞について
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（参考）ドイツ航空宇宙センター（DLR）の取組

u DLRにおいても、コペルニクスマスターズ等の「コンテスト・表彰」と、ネットワークづくりやビ
ジネス化支援等の「支援・フォローアップ」を一体的に実施している。



39

課題克服に向けた取組案⑤、⑥

課題⑤ 市場が立ち上がるまでの間に安定した需要がない
課題⑥ エンドユーザーが宇宙を十分に活用していない

社会実証モデル分野を選定し、政府が率先して市場の開拓をサポートする。

l 衛星データ利用のビジネス化を図るモデル分野を選定。モデル分野で、政府・地方自治体によるデー
タ利用を率先して推進。

l 具体的には、
①衛星データの特性が活かせる取り組み（広域性、観測頻度、・・）
②政府等の業務効率化や経費削減が期待され、継続的な利用が可能な取り組み
などから、モデル分野を選定。

l 衛星データとエンドユーザーをつなぐ、ソリューション開発事業者（ベンチャー等）を支援・育成。
l 社会実証をきっかけに、モデル分野以外の分野への利用に横展開を図る。

政府・自治体等

モデル分野

衛星データ
利用実証

（潜在的）
民間エンドユーザー市場

・・・・ ・・・・ ・・・・

取組案

政府需要から市場を育成
（民間利用の呼び水）
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今後のスケジュール

日付 小委員会 議題（予定）

1月23日（本日） 第８回宇宙産業振興小委員会 • 宇宙利用産業の振興に向けて

2月21日（火） 第９回宇宙産業振興小委員会
• 宇宙機器産業の振興に向けて（新しい
宇宙ビジネスを含む）

3月14日（火） 第10回宇宙産業振興小委員会
• 海外展開の促進に向けて
• 環境整備（射場、人材等）
• その他（積み残し案件等）

3月下旬～4月前半 第11回宇宙産業振興小委員会 • 宇宙産業ビジョン（骨子）

4月後半～5月前半 第12回宇宙産業振興小委員会 • 宇宙産業ビジョン
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